
 

 

 

 

ここから     メートル先の         の木の上に、カラスの巣があります。 

子育て中のカラスは、ひなを守るため、近くを通る人間に対して威嚇（いかく）することが

あります。巣の下で立ち止まったり、じっと見つめたりせず、そのまま通り過ぎてください。 

 

カラスの威嚇（いかく）には段階があり、いきなり襲ってくることはありません。 

こうした行動はカラスからの危険信号（シグナル）です。すぐにその場を離れましょう。 

 

  シグナルに気づいたら 

   遠回りしたり、腕をまっすぐ上げて動かさず、ゆっくり 

通り過ぎましょう。傘をさすのも安全です。 

 

 
カラスが子育てで攻撃的になるのは、主に 6～7月の短い期間に限られます。 

同じ鶴岡に暮らす生きものとして、やさしい気持ちで見守ってあげてください。 

鶴岡市環境課 

                 


